
　広報くみやまは、昭和42年発行の第1号から数えて

今号で、700号を迎えました。 

　今後も、住民のみなさんと行政のパイプ役として、

紙面の充実に努めてまいります。 

 

この広報紙は、古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい植物性大豆油インキを使用しています 

第30回町民文化祭など 
みんなの広場 

介護予防教室の参加者募集など 

人権週間など 
行政ニュース 
創刊以来38年 

INFORMATION

高野山参詣の旅（5） 
ふるさとの旅日記 
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2
広報くみやま 平成17年12月1日 

創　刊　号 第100号 第200号 第300号 第400号 第500号 第600号 

「町報くみやま」創刊
号発行。Ｂ4版、2㌻
年4回の発行 
町報紙面がＢ5版、4
㌻となる。 
「広報くみやま」が毎
月発行となる。 
紙面がＡ4版、6㌻と
なる。 
紙面にトピックス欄を
設け、8㌻となる。 
「広報くみやま」が新
聞折り込みとなる。 
第100号を発行 

昭和42. 
 
 

44. 
 

45. 
 

46. 
 

46. 
 

51. 
 

52.

1. 
 
 
1. 
 
8
 
4

11
 
4

8

20 
 
 

30

ふるさとシリーズ第1弾『ふ
るさと散策』を掲載 
ふるさとシリーズ第2弾『ふ
るさと歳時記』を掲載 
毎月2回（1日・15日）発
行となる。 
ふるさとシリーズ第3弾『ふ
るさとの物語』を掲載 
第200号を発行 
ふるさとシリーズ第4弾『ふ
るさと見聞帖』を掲載 
京都国体特集号を発行 
第300号を発行 
ふるさとシリーズ第5弾 

54. 
 

57. 
 

59. 
 

59. 
 

60. 
61. 
 

63. 
平成 元. 

2.

4
 
9
 
4
 

10

2
11

11
4
3

『ふるさとの古文書』を
掲載 
紙面を2色刷りにする。 
第400号を発行 
ふるさとシリーズ第6弾『ふ
るさとの社寺』を掲載 
第500号を発行 
ふるさとシリーズ第7弾『ふ
るさとの風習』を掲載 
第600号を発行 
ふるさとシリーズ第8弾『ふ
るさとの旅日記』を掲載 
第700号を発行 

 
 
4. 
5. 
7. 
 
9. 
10. 
 

13. 
14. 
 

17.

 
 
5
6
4
 
8
12
 

10
7
 

12

広
報
く
み
や
ま
の
歴
史
 

創
刊
以
来
３８ 
年
 

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を 

　
推
進
す
る
広
報
紙
を 

久
御
山
町
長
　
坂
本 

信
夫 

　
住
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政
を
結
ぶ
「
広
報
く
み
や
ま
」
が
昭
和
42
年
1
月
の
創
刊
以
来
、

今
号
で
記
念
す
べ
き
7
0
0
号
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
創
刊
当
時
は
、
国
道
1
号
枚
方
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
て
間
も
な
い
こ
ろ
で
、
高
度
経
済
成

長
に
よ
り
事
業
所
や
宅
地
開
発
が
急
速
に
進
展
し
た
時
期
で
し
た
。
 

　
そ
れ
か
ら
38
年
が
経
過
し
た
今
、
第
二
京
阪
道
路
や
京
滋
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
よ
り
、
近

畿
圏
に
お
け
る
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
久
御
山
町
は
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。
 

　
こ
の
広
域
幹
線
道
路
を
生
か
し
た
都
市
機
能
の
拡
充
と
基
盤
整
備
を
進
め
、
住
民
一
人
ひ

と
り
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
、
誇
り
と
愛
着
の
も
て
る
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

　
ま
た
、
広
報
紙
は
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
最
も
身
近
な
町
の
情
報
紙
で
あ
る
べ
き
と
考

え
、
地
域
に
密
着
し
た
広
報
紙
、
住
民
参
加
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
広
報
紙

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
も
、
よ
り
一
層
の
紙
面
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
愛
読
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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広報くみやま 平成17年12月1日 

◇回答者の性別 

◇回答者の年齢構成 

30歳代 
58人（14.3％） 

20歳代 
49人（12.1％） 

40歳代 
50人（12.3％） 

50歳代 
89人（21.9％） 

60歳代 
89人（21.9％） 

406人 

70歳以上 
71人（17.5％） 

男性174人 
（42.9％） 

女性232人 
（57.1％） 

7
0
0
号
記
念
広
報
ア
ン
ケ
ー
ト
 

あ
な
た
は「
広
報
く
み
や
ま
」
を
読
ん
で
い
ま
す
か
？
 

 

           　
「
広
報
く
み
や
ま
」
が
実
際
に
ど
の
程
度
読
ま

れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
ど
の
世
代
に
よ
く
読
ま
れ

て
い
る
の
か
を
選
択
方
式
で
た
ず
ね
ま
し
た
。
 

   　
「
全
部
読
む
」
と
答
え
た
人
は
、
42
・
4
㌫
で

し
た
。
こ
れ
に
「
必
要
な
と
こ
ろ
だ
け
読
む
」
と

答
え
た
人
42
・
6
㌫
を
加
え
る
と
85
㌫
と
な
り
ほ

と
ん
ど
の
人
が
毎
号
読
ん
で
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
 

   　
「
全
部
読
む
」
「
必
要
な
と
こ
ろ
だ
け
読
む
」

と
答
え
た
人
を
年
代
別
に
見
る
と
、
年
齢
層
が
あ

が
る
ほ
ど
読
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

　
20
代
か
ら
40
代
ま
で
の
人
は
、
70
㌫
か
ら
80
㌫

の
人
が
読
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
50
代
以
上
の
人
は

90
㌫
以
上
の
人
が
読
ま
れ
て
い
る
結
果
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

　
今
後
は
、
若
い
世
代
に
も
っ
と
読
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
見
出
し
や
内
容
を
工
夫
し
、
一
人

で
も
多
く
、
ま
た
幅
広
い
層
の
人
に
読
ん
で
み
よ

う
と
思
わ
れ
る
広
報
紙
づ
く
り
を
心
が
け
た
い
と

思
い
ま
す
。
 

ほ
と
ん
ど
の
人
が
 

　
　
　
　
毎
号
読
ん
で
い
る
 

年
齢
層
が
あ
が
る
ほ
ど
 

　
　
　
　
よ
く
読
ま
れ
て
い
る
 

「
広
報
く
み
や
ま
」
は
 

　
　
　読
ま
れ
て
い
る
の
か
 

　
「
広
報
く
み
や
ま
」
が
昭
和
42
年
1
月
20
日
に
創
刊
号
を
発
行
し
て
以
来
、
今
号
で
7
0
0
号

を
迎
え
ま
し
た
。
 

　
住
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
と
も
に
考
え
、
と
も
に
歩
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
広
報
く
み
や
ま
で
、
町
政
の
確
か
な
情
報
を
今
後
も
わ
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
し
て
い

く
た
め
、
約
1
，
0
0
0
人
の
住
民
の
方
を
対
象
に
去
る
9
月
に
広
報
紙
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。
 

　
今
号
で
は
、
集
計
結
果
と
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。
 

※
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
無
作
為
に
選
ん
だ
20
歳
以
上
の
1
，
0
0
0
人
の
住
民
の
み
な
さ
ん

　
と
、
町
政
モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
お
こ
な
い
ま
し
た
。
 

　
そ
の
結
果
、
4
0
6
人
の
方
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
回
答
率
37
・
7
㌫
）
 

◇「広報くみやま」を読んでいますか ◇全部読む・必要なところだけ 
　読む人の年代別状況 

37人 
41人 39人 

81人 82人 

65人 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

30歳代 20歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 

全部読む 
172人（42.4％） 

必要なところだけ読む 
173人（42.6％） 

時々読む 
47人（11.6％） 

読まない10人（2.4％） 無回答4人（1.0％） 

広報くみやま700号特集 
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広報くみやま 平成17年12月1日 

町
政
の
動
き
を
 

　
　
　
　
　
知
る
方
法
は
 

7
割
近
く
が
読
み
や
す
い
 

4
人
に
1
人
が
登
場
 

ど
の
記
事
に
 

　
　
　
関
心
が
あ
る
の
か
 

紙
面
を
充
実
 

　
　
　
　
　
さ
せ
る
に
は
 

「
広
報
く
み
や
ま
」
は
 

　
　
　
　
　読
み
や
す
い
か
 

「
広
報
く
み
や
ま
」
を
 

　
　
　
　
　読
ん
だ
あ
と
は
 

「
広
報
く
み
や
ま
」
の
 

　
　
　ペ
ー
ジ
数
に
つ
い
て
 

「
広
報
く
み
や
ま
」
に
 

　登
場
し
た
こ
と
が
あ
る
か
 

読みやすい 
274人（67.5％） 

読みにくい 
8人（2.0％） 

不明 
（どちらでもない） 
124人 

（30.5％） 

◇「広報くみやま」は読みやすいか 

最
も
知
り
た
い
情
報
は
 

　
　
　
　
　
　
何
で
す
か
 

    　
広
報
紙
は
ど
う
し
て
も
「
堅
苦
し
い
」
「
字
が

多
す
ぎ
る
」
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
が
、
本
当

に
読
み
や
す
い
広
報
紙
な
の
か
た
ず
ね
ま
し
た
。
 

  　
読
み
や
す
い
と
答
え
た
人
は
67
・
5
㌫
で
し
た
。

ま
た
、
読
み
に
く
い
と
答
え
た
人
は
2
㌫
で
し
た
。

そ
の
他
は
ど
ち
ら
で
も
な
い
が
30
・
5
㌫
と
い
う

結
果
で
し
た
。
 

                   　
「
全
部
読
む
」
「
必
要
な
と
こ
ろ
だ
け
読
む
」

と
答
え
ら
れ
た
人
に
興
味
の
あ
る
記
事
は
何
か
お

聞
き
し
ま
し
た
。
 

　
全
体
を
通
し
て
関
心
を
寄
せ
ら
れ
た
の
が
、
各

種
の
催
し
な
ど
の
特
集
記
事
と
お
知
ら
せ
な
ど
の

ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
 

　
次
に
、
み
ん
な
の
広
場
と
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
で
し
た
。
 

　
こ
れ
は
、
町
が
お
こ
な
う
行
事
な
ど
へ
の
関
心

の
高
さ
を
表
し
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
 

    　
町
政
の
動
き
に
つ
い
て
主
に
ど
ん
な
方
法
で
知

る
か
聞
い
て
み
ま
し
た
。
 

　
86
・
2
㌫
の
人
が
「
広
報
く
み
や
ま
」
か
ら
情

報
を
得
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
他
の
方
法
と
し
て
は
、
町
会
議
員
、
知
人
、

近
所
の
人
、
自
治
会
を
通
じ
て
な
ど
で
し
た
。
 

    　
選
択
方
式
で
3
つ
選
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
 

　
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
新
し
い
制
度
や
手
続
き

の
紹
介
で
し
た
。
 

　
次
に
、
町
の
行
事
や
催
し
物
の
お
知
ら
せ
、
町

の
施
設
や
そ
の
利
用
方
法
、
町
予
算
の
使
わ
れ
方

と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

    　
「
広
報
く
み
や
ま
」
の
紙
面
の
構
成
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
し
た
。
 

　
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
情
報
を
も
っ
と
多
く
載

せ
る
で
、
37
・
2
㌫
で
し
た
。
 

　
次
い
で
、
情
報
を
も
っ
と
詳
し
く
載
せ
る
や
住

民
を
も
っ
と
登
場
さ
せ
る
と
い
う
結
果
で
し
た
。
 

  

    　
「
広
報
く
み
や
ま
」
の
保
存
状
況
に
つ
い
て
お

聞
き
し
た
と
こ
ろ
、保
存
さ
れ
て
い
る
の
は
、32・

8
㌫
で
、
63
・
3
㌫
の
人
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
 

※
町
で
は
、
広
報
保
存
用
フ
ァ
イ
ル
を
3
0
0
円

　
で
頒
布
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

                       　
「
広
報
く
み
や
ま
」
で
は
、
《
わ
が
家
の
ア
イ

ド
ル
》
や
《
み
ん
な
の
広
場
》
な
ど
で
、
イ
ベ
ン

ト
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
し
た
り
、
記
事
中
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
人
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
身
近
な
広
報
紙
に
な
る
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ま
で
ど
れ
だ
け
の
人
が
広
報
紙
に
登
場
し

た
の
か
た
ず
ね
て
み
ま
し
た
。
 

  　
家
族
を
含
め
て
「
登
場
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と

答
え
た
人
が
、
27
・
3
㌫
と
ほ
ぼ
4
人
に
1
人
が

登
場
し
た
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
今
後
も
住
民
の
み
な
さ
ん
が
登
場
す
る
機
会
を

多
く
設
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

                     　
ペ
ー
ジ
数
に
つ
い
て
お
聴
き
し
た
と
こ
ろ
、
こ

の
ま
ま
で
よ
い
と
回
答
さ
れ
た
人
が
64
・
5
㌫
、

少
な
い
と
思
う
人
が
17
・
7
㌫
、
多
い
と
思
う
人

が
１
・
5
㌫
で
し
た
。
 

0

50

100人
数
 

150

200

男
 
女
 

保存する 

58
75

109

148

7 9

処分する 無回答 

◇「広報くみやま」を読んだあとは 

人
数
 

男
 
女
 

0

50

100

150

200

ある 

47
64

127

168

ない 

◇「広報くみやま」に登場したことがあるか 
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「広報くみやま」に対するご意見・ご感想 
○内容を分かりやすく、より充実して 
　ほしい。（70代・男性） 
 
○催しや行事のページが横書きなら読 
　みやすいが、縦書きだとよみにくい。 
　（30代・女性） 
 
○もっと住民を載せた方が読む気にな 
　ります。（20代・男性） 
 
○情報はより詳しく丁寧に書いてくだ 
　さい。予算支出等は具体的に、内訳 
　も詳しくかいてください。 
　（60代・男性） 
 
○施設を初めて利用する場合必要なも 
　のを詳しく載せてほしい。 
　（30代・女性） 
 
○町の長期的な計画や町民の声をもっ 
　と載せてほしい。（50代・女性） 
 
○広報は、久御山町に住んでいる限り 
　は生活の必需品だと思います。 
（70代・女性） 
 
○町の制度は広報でしか分かりません 
　ので、今後もよろしくお願いします。 
（60代・女性） 
 
○なんとなく温かい感じのある久御山 
　町、それを伝えてくれる広報であり 
　続けてほしい。（20代・女性） 
 
○転入してきてまだ半年で、知らない 
　ことも多かったのですが、広報を読 
　み役立ったと思います。 
　（50代・男性） 
 
○町の情報源としては十分だと思いま 
　す。（60代・女性） 
 
○編集される方が短い文章で、軽くて 
　楽しいニュースを書いてもらうのも 
　一つの方法ではないかと思います。 
　（30代・男性） 

○「ふるさとの旅日記」毎回楽しみに 
　よませて頂いています。昔の人々の 
　ご苦労の上に、町の発展が築かれて 
　いるということに感謝しつつ、これ 
　からも町の歴史を取り上げて頂きた 
　いと思います。（60代・男性） 
 
○20代の人で広報くみやまを知らな 
　い人もいると思います。若者が町政 
　の動きを知るきっかけにするために、 
　20代の人も興味を持つ記事を何か一 
　つ載せたらどうでしょうか。 
　（20代・女性） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○もう少し字が小さくなってもいいの 
　で、情報量を増やすのもいいと思い 
　ます。また余白が多いように感じる 
　ので、文字を囲む枠やイラスト、写 
　真が無駄に大きく感じます。 
　（30代・女性） 
 
○行事のお知らせなど早速自分の予定 
　表に書き込み、できるだけ参加させ 
　てもらうようにしています。 
　（80代・女性） 
 
○見出しなどもう少し親しみやすく、 
　ユーモアも織り交ぜて楽しくしてく 
　ださい。（60代・女性） 
 
○横書きと縦書きがバラバラで読みづ 
　らい（60代・男性） 
 
○字が少し小さいので、大きく見やす 
　くそして時々カラー写真で美しく見 
　せてもらえればうれしいです。 
　（50代・女性） 

○「広報」という新聞ではあるが、少 
　しだけ担当者の考えや、気持ちも加 
　えると魅力的になる記事もあるので 
　はないでしょうか。（40代・女性） 
 
○スポーツ、イベントの結果を多く知 
　りたい。また、各自治会の取り組み 
　でよかったことや、珍しかったこと 
　等紹介してほしい。（60代・女性） 
 
○ゴミの分別収集の方法など詳しく教 
　えてもらえるとすごく助かります。 
　（20代・女性） 
 
○町政が身近に感じられるよう工夫さ 
　れることを期待します。 
　（30代・女性） 
 
○誕生や亡くなられた方の名前で、同 
　姓同名の方がおられる場合の配慮は 
　ないのでしょうか。（20代・女性） 
 
○15日号をもっと充実させてほしい。 
　（記事を増やしてほしい） 
　（70代・男性） 
 
○今後とも、町民のため多くの情報を 
　的確に伝えていただきたいと思って 
　います。（70代・男性） 

　　広報から 
　　現在、町から住民のみなさんへの 
　情報発信手段として、「広報くみや 
　ま」や「町ホームページ」などがあ 
　ります。 
　　また、みなさんのご意見をお聴か 
　せいただく手段としては、エコーラ 
　インやエコーポストがあります。 
　　今後も、住民のみなさんにとって、 
　必要な情報をより多く提供できるよ 
　う努めるとともに、みなさんの意見 
　なども取り入れた、住民参加の魅力 
　あるまちづくりを推進する広報紙を 
　めざしてまいります。 

広報くみやま700号特集 



一
人
ひ
と
り
が
、
人
権
を
尊
重
す
る
 

　
　
　
　
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
 

１２ 
月
4
日
か
ら
１０ 
日
は
「
人
権
週
間
」
、
１２ 
月
１０ 
日
は
「
人
権
デ
ー
」
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人
権
と
は
、
人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
平
等
に
持
っ
て
い
る
権
利
、
自
由
・
平

等
、
一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
こ
と
、
社
会
の
中
で
幸
福
に
生
き
る
権
利

で
す
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
や
不
当
な
暴
力
に
よ
っ
て
多
く

の
人
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
す
べ
て
の
人
々
が
人
権
問
題
を
自
分
自
身
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
と
ら
え
、

自
己
を
尊
重
し
、
他
者
を
尊
重
す
る
心
を
は
ぐ
く
む
人
権
意
識
を
身
に
つ
け
た
い

も
の
で
す
。
 

　1981年（昭和56年）の国際障害者年を記念して、当事者団体などの動きにより、障害者問題に

ついて広く人々の理解と認識を深めるとともに、障害者が社会や経済、文化などあらゆる活動に

積極的に参加する意欲を高めるために、12月3日から9日までが「障害者週間」と定められました。 

　障害者週間には、各地で街頭啓発活動が繰り広げられます。 

　すべての人が、一人ひとりの人権を最大限に尊重し、障害に関する正しい理解と認識を深めら

れるように、身近なことから環境づくりを進めましょう。 

　
わ
が
国
の
高
齢
化
は
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
平

成
27
年
度
に
は
4
人
に
一
人
が
高
齢
者
と
い
う
超

高
齢
化
社
会
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
増
加
し

て
い
る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
夫
婦
の

み
の
世
帯
が
多
く
な
り
、
介
護
す
る
家
族
等
へ
の

社
会
的
支
援
の
充
実
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 

　
介
護
疲
れ
に
よ
る
高
齢
者
へ
の
虐
待
や
就
職
差

別
、
あ
る
い
は
本
人
に
無
断
で
財
産
を
処
分
す
る

経
済
的
虐
待
な
ど
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ら
の
社
会
状
況
を
踏
ま
え
て
、
だ
れ
も
が

将
来
の
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
高
齢

者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
ま
し
ょ
う
。
 

  　
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
っ
た
男
女
の

役
割
の
意
識
が
、
今
な
お
根
強
く
残
っ
て
お
り
、

こ
の
こ
と
が
多
く
の
男
女
差
別
を
生
む
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
家
庭
内
に
お
け
る
女
性
へ
の
暴
力
、
職

場
に
お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
も
重
大
な
人
権
問
題
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
古
い
意
識
を
変
え
、
と
も
に
歩
む
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
 

    　
人
権
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
人
権
講
座
を
開
き
ま

す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
12 
月
6
日
c
　
午
後
１
時
か
ら
 

場
所
／
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
 

内
容
 

　
・
歌
う
キ
ネ
マ
「
砂
の
器
」
 

　
　
出
演
者
…
趙
博
さ
ん
（
映
画
再
現
芸
｛
言
葉

　
　
と
身
振
り
、
音
楽
の
語
り
芸
｝
）
 

　
・
立
体
講
談
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
 

　
　
出
演
者
…
神
田
香
織
さ
ん
 

女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
 

高
齢
者
を
大
切
に
す
る
 

　
　
　
　
　
　
心
を
育
て
よ
う
 

人
権
週
間
記
念
講
座
 

　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ
 

身近なことから環境づくりを進めましょう 

　久御山町身体障害者協会 
　身体に障害のある人が、レクリエー
ション活動や交流会などを通して、会
員相互の交流の場を充実させ、地域で
安心して生活できるような基盤づくり
を積極的におこなっています。 
問い合わせ／社会福祉課 
　久御山ろうあ協会 
　聴覚に障害のある人が、研修会への
参加、手話サークルや山城地域のろう
あ協会との連携など、手話によるコミ
ュニケーションを通して、安心した生
活が送れるように活動をおこなってい
ます。 
問い合わせ／服部浩子さん60774  
　（44）4253 

　障害児者を支える会「みわの会」 
　知的障害者等の保護者が、レスパイ
ト事業や余暇支援活動、保護者同士の
交流などをおこない、地域生活がスム
ーズにおこなえるような体制づくりに
取り組んでいます。 
問い合わせ／清水和美さん10774 
　（43）2210 
　久御山町たんぽぽの会 
　障害児の保護者が、子どもとともに
レクリエーション活動や保護者同士の
学習会などを通して、将来に向けて地
域での活動の輪を広げることを目的に、
事業に取り組んでいます。 
問い合わせ／片岡とし子さん1075 
　（631）4086 

　障害者生活支援センター「はーもにぃ」 
　町の委託を受けて、障害者やその家
族の生活に関するさまざまな相談に応
じています。また、障害のある相談員
によるピアカウンセラー相談日も設け
ています。お気軽にご相談ください。 
問い合わせ／はーもにぃ10774（55）
　5981、60774（55）5982 
　地域療育等支援センター「ういる」 
　京都府の委託を受けて、地域で生活
をしている障害児、知的障害者および
その家族を対象にした相談窓口です。
困ったときや相談ごとがあるときは、
連絡してください。 
問い合わせ／ういる10774（54）3109、
　60774（55）2414



交通安全啓発 
ポスター入選作品 

たくさんのご応募ありがとうございました 
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　町交通安全対策協議会（尾　　会長）では、

交通安全啓発ポスターの審査会を9月9日に開

催。応募224点を厳正に審査し、優秀賞10点、

佳作20点がそれぞれ選ばれました。 

　優秀賞の作品は、交通安全啓発バースデー

カードに印刷し、65歳以上の高齢者に贈るほ

か、町民文化祭やふるさとフェア久御山の会

場でも展示しました。 

　入選者は、次のみなさんです。 

＝敬称略・順不同＝ 

優　秀　賞 

佳　　　作 

児嶋　達弥　御牧小学校　3年 
築山　怜奈　御牧小学校　4年 
佐伯　瞭太　御牧小学校　4年 
松尾　海青　佐山小学校　4年 
奥村　海斗　佐山小学校　4年 
酒匂　友香　佐山小学校　4年 
今村優梨香　東角小学校　4年 
安村　里菜　東角小学校　4年 
小泉　尚香　東角小学校　4年 
濱野　七菜　東角小学校　4年 
 

久乗　有那　御牧小学校　3年 
田中　大貴　御牧小学校　3年 
奥村　香南　御牧小学校　4年 
岸　穂奈美　御牧小学校　4年 
田中　晴菜　御牧小学校　4年 
二木　知亮　御牧小学校　4年 
久乗　真依　御牧小学校　4年 
桑原　章憲　佐山小学校　3年 
東　ちひろ　佐山小学校　3年 
山下　将広　佐山小学校　3年 
中村　麻衣　佐山小学校　4年 
千坂笑都帆　佐山小学校　4年 
寺田　優大　佐山小学校　4年 
田村　優歩　佐山小学校　4年 
上田　遼太　東角小学校　4年 
村上　隼人　東角小学校　4年 
東野　真実　東角小学校　4年 
白木　貴大　東角小学校　4年 
赤堀　　凛　東角小学校　4年 
井上　菜摘　東角小学校　4年 

【優秀賞】児嶋　達弥 

【優秀賞】築山　怜奈 

【優秀賞】佐伯　瞭太 

【優秀賞】松尾　海青 

【優秀賞】奥村　海斗 

【優秀賞】酒匂　友香 

【優秀賞】今村優梨香 

【優秀賞】安村　里菜 

【優秀賞】小泉　尚香 

【優秀賞】濱野　七菜 



みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 

毎月１日は「安全・安心の日」です。 

下水道まつり（10月30日・洛南浄化センター） 
コスモス畑（10月27日・林中垣内） 
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中央公民館 御牧小学校 

第30回町民文化祭 

文化・芸術の秋を満喫 地域との連携を大切に 
　第30回久御山町民文化祭が、11月5日・6日に公民館

で開かれました。 

　初日の5日、公民館前で開会式がおこなわれ、二日間に

わたる文化祭が開幕。大正琴やコーラス、舞踊などのステ

ージや和凧、俳画、ちぎり絵、陶芸などの力作が展示され、

訪れた人の目を楽しませていました。 

　一方、公民館前のふれあい広場では、地元でとれた農産

物やおでんの模擬店、バザー、消防車と記念撮影などたく

さんの人でにぎわっていました。 

　これに先立ち、今年は文化祭30周年を記念して、組踊

特別鑑賞会が10月30日におこなわれました。 

　組踊は、1719年琉球国王の即位にあわせ、民俗芸能や

三味線音楽等の芸能、能や狂言、歌舞伎、中国演劇等を参

考に創設されたもので、国の重要無形文化財に指定されて

います。 

　沖縄の伝統文化に基づいた艶やかな衣装や台詞に、観客

は時間を忘れ芸術の秋を満喫していました。 

道徳教育研究発表会 

　10月28日、御牧小学校で道徳教育研究会がおこなわれ、

教職員や関係者ら約160人が訪れました。 

　同校は、文部科学省から「児童生徒の心に響く道徳教育

推進事業」、京都府教育委員会から「京都夢・未来校」の

指定を受け、『豊かな心をもち、たくましく実践できる児

童の育成』をテーマに研究実践を進めてきました。 

　各学年の公開授業やパネル展示、児童発表などを通して、

豊かな体験活動や道徳の時間の充実、学校と家庭、地域が

連携して一体となり、取り組みを重ねてきた2年間の教育

成果を披露しました。 

　この日、4学年が公開授業をおこない、1年生の授業では、

「生まれるってすごいな」と題し、保護者の協力のもと実

際に妊婦さんのおなかに触れて、命の不思議や大切さを実

感。2年生は、「古くから伝わるもの」と題し、日本古来

の祭りや地元に伝わる行事などを学び、実演された安養寺

の双盤念仏の鐘の音の迫力に驚きながらも地域に伝わる伝

統的な音色に聞き入っていました。 

実演された安養寺の双盤念仏 組踊（左上）、ふれあい広場（左下）、作品展（右） 

せりふ 



ファミリーサポート交流会 
（11月12日・ゆうホール） 

ウォークラリー（11月13日・木津川流れ橋）  

双栗自治会 農産物直売所「旬菜の里」 

防犯出前講座 

地域ぐるみで防犯対策 秋の味覚がいっぱい 

自然観察会（11
月5日・巨椋池排

水幹線） 

10月15日から11月14日までの受付分（敬称略） 

買い物でにぎわう直売所の仮設テント 

　双栗自治会では、地域ぐるみで防犯意識を高めようと

11月6日、町が本年度から自治会などを対象に実施して

いる防災・防犯出前講座が開かれました。 

　この日は、宇治警察署と共催で開いたもので、悪質訪問

販売の事例や架空請求、空き巣撃退などのビデオを鑑賞し

たあと、宇治警察署員から地域での防犯対策の大切さや振

り込め詐欺の対処方法についての講演などがあり、参加者

は熱心に聞き入っていました。 

新米・秋野菜フェア 

講演を熱心に聞く参加者 

　11月5日、農産物直売所「旬菜の里」では、ジャスコ

久御山店前の仮設テントで、久御山産ヒノヒカリの新米や

ほうれん草、長大根、水菜などの秋野菜を販売しました。 

　町内の人はもちろん、京都市山科区から来たという親子

連れらが、朝に収穫された新鮮な野菜や直売所特製のキム

チなどを買い求めていました。 

　新米の炊きたてご飯の試食も1,000人分用意され、秋

空のもと大勢の人でにぎわっていました。 
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明るく元気に育ってね。 

佐山　芳川北斗・由佳さんの長女 

（平成15年11月17日生） 

芳川　真奈ちゃん 
よしかわ　　ま な 

ご
結
婚
 

大
字
名
 

夫
の
氏
名
 

妻
の
名
 

お
誕
生
 

大
字
名
 

出

生

児
 

父

・

母
 

政
重
　
義
雄
 

　
本
　
光
俊
 

向
　
　
徳
士
 

増
川
　
欣
宏
 

松
井
　
友
和
 

薄
井
　
正
幸
 

馬
田
　
　
剛
 

　
麻
美
 

　
志
帆
 

　
慶
美
 

　
桃
子
 

　
未
央
 

　
淳
子
 

　
え
み
 

佐
　
山
 

　
〃
 

　
〃
 

　
林
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

　
憲
・
彩
子
 

勝
之
・
真
理
子
 

卓
也
・
治
代
 

正
利
・
宏
美
 

健
志
・
由
貴
子
 

卓
司
・
里
織
 

健
一
・
美
鈴
 

　
伸
・
敦
子
 

利
樹
・
和
代
 

　
　
・
恵
美
子
 

哲
也
・
　
愛
 

良
裕
・
裕
美
 

　
　
〃
 

章
智
・
飛
鳥
 

 

大
橋
辺
 

藤
和
田
 

中
　
島
 

野
　
村
 

佐
　
山
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

　
林
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

下
津
屋
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

ジ
ェ
イ
ソ
ン
 

ポ
ー
ル
 

高
嶋
か
な
ん
 

中
森
　
大
貴
 

明
主
　
空
也
 

西
村
　
結
衣
 

末
　
　
心
晴
 

西
田
　
朱
希
 

岡
林
　
天
斗
 

戸
倉
　
　
栞
 

長
村
　
真
唯
 

キ
ー
セ
ル
　
恵
礼
菜
ケ
イ
ト
リ
ン
 

柏
本
源
太
郎
 

松
田
　
裕
琴
 

松
田
　
裕
鈴
 

小
谷
　
玲
雄
 

 

 ひ
ろ
き
 

く
う
や
 

　ゆ
　
い
 

　こ
　は
る
 

あ
か
　ね
 

た
か

と
 

　
　
し
お
り
 

　ま

い
 

 　た
ろ
う
 

　ゆ
　こ
と
 

　ゆ
　す
ず
 

　れ
　
お
 

          げ
ん
 

え
れ
な
 



10
広報くみやま 平成17年12月1日 

情
報
の
種
類
 

登
録
方
法
 

防
災
・
防
犯
 

ケ
イ
タ
イ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

京
都
府
の
配
信
情
報
 

○
気
象
情
報
 

　
・
大
雨
や
洪
水
等
の
注
意
報
（
年
間
約
5
9
0

　
　
回
）
や
警
報
（
年
間
約
30
回
）
の
気
象
情
報

　
　
の
提
供
 

　
・
地
震
発
生
時
の
各
地
の
震
度
に
関
す
る
情
報
 

　
　
や
指
定
河
川
洪
水
予
報
等
の
提
供
（
年
間
約

　
　
3
9
0
回
）
 

○
防
犯
・
犯
罪
情
報
 

　
・
防
犯
の
た
め
の
啓
発
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
優
良
 

　
　
防
犯
器
材
の
紹
介
 

　
・
犯
罪
等
の
発
生
に
関
す
る
情
報
 

　
・
犯
罪
情
勢
分
析
ニ
ュ
ー
ス
 

○
防
災
情
報
 

　
・
防
災
啓
発
情
報
（
災
害
発
生
時
の
心
構
え
や
 

　
　
備
え
等
）
 

　
・
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
案
内
 

　
・
災
害
時
に
お
け
る
道
路
情
報
や
河
川
情
報
 

　
・
そ
の
他
緊
急
情
報
 

○
要
配
慮
者
・
支
援
者
情
報
 

　
・
手
話
通
訳
養
成
講
座
な
ど
各
種
講
習
会
の
案
 

　
　
内
 

　
・
災
害
時
の
生
活
相
談
な
ど
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
 

　
　
案
内
 

久
御
山
町
ほ
か
府
内
市
町
村
か
ら
の
情
報
 

○
防
災
・
安
心
情
報
 

　
　
選
択
し
た
市
町
村
か
ら
の
避
難
に
関
す
る
情
 

　
報
や
災
害
時
の
生
活
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し

　
ま
す
。
 

  1
．
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら
空
メ
ー
ル
を
送

　
　
信
し
ま
す
。
 

　
　
送
信
先
の
ア
ド
レ
ス
 

　
　
「anzen@

k-anshin.pref.kyoto.jp

」 

2
．
京
都
府
か
ら
登
録
案
内
の
メ
ー
ル
が
返
信
さ

　
　
れ
ま
す
。
 

　
　
　
京
都
府
か
ら
の
メ
ー
ル
内
に
記
載
さ
れ
て

　
　
い
る
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス
し
、
配
信
情
報

　
　
の
受
信
登
録
を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

3
．
受
信
情
報
の
種
類
を
選
択
し
ま
す
。
 

　
　
　
登
録
画
面
で
は
、
久
御
山
町
の
ほ
か
、
府

　
　
内
市
町
村
か
ら
の
情
報
配
信
と
府
か
ら
の
情

　
　
報
配
信
の
登
録
が
選
択
で
き
ま
す
。
 

　
　
　
必
要
な
情
報
を
選
択
し
て
登
録
を
し
て
く

　
　
だ
さ
い
。
全
市
町
村
の
ほ
か
、
個
別
の
市
町

　
　
村
ご
と
の
選
択
が
で
き
ま
す
。
○
○
市
と
○

　
　
○
町
の
複
数
選
択
も
で
き
ま
す
。
 

※
す
で
に
京
都
府
の
メ
ー
ル
配
信
登
録
を
さ
れ
て

　
い
る
人
も
、
新
た
に
市
町
村
か
ら
の
情
報
配
信

　
を
希
望
さ
れ
る
と
き
は
、
改
め
て
登
録
手
続
き

　
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
内
容
変
更
や
配
信

　
停
止
の
と
き
も
、
上
記
の
ア
ド
レ
ス
に
ア
ク
セ

　
ス
し
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

4
．
登
録
が
完
了
す
る
と
携
帯
電
話
の
場
合
は
、

　
　
画
面
に
登
録
完
了
の
表
示
が
さ
れ
ま
す
。
 

　
　
　
完
了
表
示
が
さ
れ
な
い
場
合
は
、
手
続
き

　
　
が
正
常
に
終
了
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　
　
す
の
で
、
再
度
登
録
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

　
　
さ
い
。
 

　
京
都
府
で
は
、
気
象
情
報
や
犯
罪
の
発
生
情
報
な
ど
を
お
知
ら

せ
す
る
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
災
害
、
犯
罪
情
報
な
ど
を
提
供
す
る
「
防
災
・
防
犯
ケ

イ
タ
イ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
も
開
設
し
ま
し
た
。
 

防
災
・
安
心
情
報
を 

　
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ 

［タイトル］ 
　防災講習会のお知らせ 

※メールの内容は一例です。 

［タイトル］ 
　台風◯号接近に伴う避 
　難に関するお知らせ 

             　
防
災
・
防
犯
ケ
イ
タ
イ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
 

次
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
 

○
災
害
注
意
情
報
 

○
安
心
・
安
全
京
都
府
か
ら
の
情
報
 

○
防
災
ミ
ニ
情
報
 

○
府
防
災
機
関
・
お
問
い
合
わ
せ
先
 

○
要
配
慮
者
・
支
援
者
情
報
 

○
防
犯
・
犯
罪
情
報
 

○
気
象
・
道
路
・
河
川
情
報
 

ア
ド
レ
ス :

http://w
w
w
.pref.kyoto.jp/i/bo 

usai 
 

 ▼
気
象
情
報
・
防
災
情
報
お
よ
び
メ
ー
ル
登
録
 

　
府
総
務
部
防
災
室
1
0
7
5
（
4
１
4
）
4
 

　
4
6
6
 

▼
要
配
慮
者
・
支
援
者
情
報
 

　
府
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
室
1
0
7
5
（
4

　
１
4
）
4
5
9
8
 

▼
防
犯
・
犯
罪
情
報
 

　
府
民
労
働
部
安
心
・
安
全
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
 

　
1
0
7
5
（
4
１
4
）
5
0
7
9
 

▼
防
災
・
安
心
情
報
 

　
町
総
務
課
 

問
い
合
わ
せ
 

 
　久御山町からは、以下の内容をメールで 
お知らせします。 

○防災・安心情報 
　久御山町からの避難に関する情報や災害 
時の生活情報等をお知らせします。 
（送信情報例） 

○平常時 
・防災訓練の案内 
・防災啓発、災害に備えた日ごろの準備等 
○災害時 
・各地域に対する避難情報のお知らせ 
・河川溢水や通行止めに関するお知らせ 
・その他の○○○の被害情報等 
 

メールの表記例 
 



エ
コ
ー
ポ
ス
ト
設
置
場
所
 

役
場
庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
 

中
央
公
民
館
・
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

い
き
い
き
ホ
ー
ル
・
総
合
体
育
館
 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
荒
見
苑
 

Ｊ
Ａ
御
牧
支
店
・
佐
山
支
店
 

 

Q
パ
ソ
コ
ン
の
利
用
料
金
を
 

も
っ
と
安
く
で
き
ま
せ
ん
か
 

Q
の
っ
て
こ
バ
ス
の
運
行
時
間
を
 

見
直
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
 

 

Q
信
号
機
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
 

       　
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン
の
利
用
料
金
を
も
っ

と
安
く
し
て
く
だ
さ
い
。
で
き
れ
ば
町
内
在
住
の

人
は
無
料
に
す
る
か
、
そ
れ
が
無
理
な
ら
１
時
間

50
円
程
度
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
　
　
　
（
匿
名
）
 

  　
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
 

コ
ン
ブ
ー
ス
は
、
ご
家
 

庭
に
パ
ソ
コ
ン
が
な
い
 

人
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
 

に
接
続
さ
れ
て
い
な
い
 

人
が
情
報
検
索
な
ど
で
 

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

　
現
在
、
30
分
１
0
0
円
の
利
用
料
金
を
負
担
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
を
管
理
運

営
し
て
い
く
た
め
に
、
必
要
な
費
用
で
あ
る
こ
と

を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
　
　
　
【
ゆ
う
ホ
ー
ル
】
 

   　
東
角
橋
西
詰
め
の
交
差
点
に
信
号
機
が
未
設
置

の
た
め
、
た
び
た
び
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

市
田
方
面
の
道
路
幅
員
が
広
く
な
っ
て
交
通
量
が

増
え
た
こ
と
と
、
久
御
山
高
校
や
東
角
小
学
校
か

ら
進
入
す
る
と
き
の
見
通
し
の
悪
さ
が
原
因
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
死
亡
事
故
が
起
こ
る
前
に
早
急
に

信
号
機
を
設
置
し
、
住
民
の
交
通
安
全
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
林
・
男
性
）
 

  　
東
角
橋
西
詰
め
の
交
差
点
は
、
近
年
、
朝
夕
の

交
通
量
が
増
加
し
、
重
大
事
故
の
危
険
度
も
増
大

し
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
防
止
を
図
る
観
点
か
ら

宇
治
警
察
署
を
通
じ
、
公
安
委
員
会
に
信
号
機
設

置
の
要
望
を
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
【
監
理
課
】
 

   　
今
夏
か
ら
京
阪
宇
治
バ
ス
の
淀
行
（
府
道
八
幡

宇
治
線
）
の
31
系
統
の
運
行
が
な
く
な
り
、
代
わ

り
に
の
っ
て
こ
バ
ス
が
運
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
始
発
が
15 
分
ほ
ど
遅
く

な
り
、
会
社
に
間
に
合
わ
な
く
な
り
ま
し
た
。
帰

り
も
最
終
の
出
発
が
早
く
な
り
、
終
業
後
す
ぐ
に

帰
ら
な
い
と
乗
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
、
通
勤
に

使
え
な
い
の
で
、
運
行
時
間
を
見
直
し
て
も
ら
え

ま
せ
ん
か
。
　
　
　
　
　
　
　
（
中
島
・
男
性
）
 

  　
の
っ
て
こ
バ
ス
（
巡
回
バ
ス
）
は
、
バ
ス
交
通

を
生
か
し
た
、
よ
り
便
利
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
、
交
通
不
便
地

域
の
解
消
と
公
共
施

設
へ
の
足
の
確
保
を

目
的
と
し
て
運
行
し
、

こ
の
7
月
に
は
、
よ

り
利
便
性
を
高
め
た

新
運
行
内
容
で
、
再

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

　
新
た
な
運
行
内
容
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
は

じ
め
、
く
み
や
ま
公
共
交
通
活
性
化
委
員
会
の
巡

回
バ
ス
運
行
内
容
改
善
に
向
け
た
ま
と
め
や
住
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望

な
ど
を
も
と
に
検
討
し
、
で
き
る
限
り
通
勤
や
通

学
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。
 

　
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
巡
回
バ
ス
の
西
ル

ー
ト
は
、
御
牧
地
域
の
交
通
利
便
性
の
向
上
を
図

り
、
運
行
便
数
を
従
来
の
9
便
か
ら
18 
便
に
倍
増

し
、
朝
夕
の
通
勤
・
通
学
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
運
行
時
間
帯
も
拡
大
し
ま
し
た
。
今
後
も

さ
ら
に
バ
ス
交
通
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
 
 
 
 
 
【
都
市
計
画
課
】
 

   　
国
道
24
号
の
栄
地
区
の
舗
装
工
事
で
排
水
性
舗

装
仕
様
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
自
動
車
（
タ

イ
ヤ
）
の
騒
音
な
ど
も
ス
ー
ッ
と
消
え
る
感
じ
で

す
。
 

　
栄
本
通
り
は
、
昼
間
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
朝

夕
な
ど
は
と
て
も
車
が
多
く
、
夏
な
ど
は
窓
を
開

け
て
い
る
た
め
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
音
は
聴
き
づ
ら

く
、
夕
方
の
渋
滞
時
は
ア
イ
ド
リ
ン
グ
の
音
で
、

窓
も
ガ
タ
ガ
タ
す
る
有
様
で
す
。
 

　
是
非
、
栄
本
通
り
の
舗
装
を
排
水
性
舗
装
に
し

て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
（
栄
・
女
性
）
 

  　
町
で
は
、
町
道
の
幹
線
道
路
の
老
朽
化
が
著
し

い
箇
所
に
つ
い
て
、
順
次
舗
装
の
改
良
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。
 

　
栄
本
通
り
は
、
住
宅
地
内
の
幹
線
道
路
で
あ
り
、

騒
音
等
の
対
策
も
兼
ね
た
排
水
性
舗
装
の
計
画
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
関
係
機
関
と
協
議
し
、

で
き
る
だ
け
早
急
に
お
こ
な
え
る
よ
う
検
討
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
道
路
河
川
課
】
 

   　
栄
か
ら
古
川
を
西
へ
自
転
車
で
渡
る
場
合
、
歩

道
が
車
道
よ
り
高
い
た
め
、
ひ
と
つ
間
違
え
れ
ば

車
道
に
転
落
し
、
交
通
事
故
に
な
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
反
対
側
の
通
学
路
に
は
柵
が
設
置
し
て

あ
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
柵
を
設
置
で
き
ま
せ
ん

か
。
柵
が
あ
れ
ば
、
た
と
え
よ
ろ
け
て
も
車
道
に

落
ち
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
交
通
事
故
に

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
（
栄
・
男
性
）
 

  　
開
拓
橋
の
北
側
歩
道
は
、
歩
道
幅
も
広
く
、
通

学
路
で
も
あ
り
、
児
童
が
飛
び
出
さ
な
い
よ
う
安

全
の
た
め
、
横
断
防
止
柵
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
 

南
側
歩
道
は
、
北
側
に
比
べ
歩
道
幅
も
狭
く
横
断

防
止
柵
が
設
置
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
 

　
今
後
、
橋
の
構
造
や
歩
道
お
よ
び
車
道
の
幅
員

な
ど
、
関
係
機
関
と
協
議
し
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
道
路
河
川
課
】
 

A
公
安
委
員
会
に
要
望
し
ま
す
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エ
コ
ー
ラ
イ
ン
は
、
あ
な
た
の
声
を
 

聴
か
せ
て
い
た
だ
く
大
切
な
通
信
手
段
 

で
す
。
 

　
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
か
せ
く
 

だ
さ
い
。
 

A
パ
ソ
コ
ン
の
管
理
運
営
に
 

必
要
で
す
 

 

A
バ
ス
交
通
の
充
実
に
 

取
り
組
み
ま
す
 

 

A
早
急
に
お
こ
な
え
る
よ
う
 

検
討
し
ま
す
 

 

A
関
係
機
関
と
協
議
し
て
 

検
討
し
ま
す
 

 

Q
排
水
性
舗
装
に
 

し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
 

 

Q
開
拓
橋
の
歩
道
に
 

柵
を
付
け
て
く
だ
さ
い
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　平成16年4月から運行を開始した「のってこバス（巡回
バス）」ですが、住民のみなさんからいただいたご意見な
どをもとに運行内容を検討し、今年7月から新しい運行内
容で再スタートしました。 
　その中で、新ルートを設定するにあたり、東一口地域へ
も新たに乗り入れを開始し、東一口地域には、西側から「東
一口西」、「排水機場前」と、今回紹介する「前川橋」の
3か所に新たにバス停を設置しました。 
　「前川橋」のバス停は、特に東一口地域の東部のみなさ
んに、京阪淀駅やジャスコ久御山店前への足として、より
便利になった「のってこバス」をご利用していただいてい
ます。 
　東一口地域では、京の伝統野菜である淀大根の収穫の風
景が、寒さが厳しくなるこの時期から1月にかけてみられ
ます。淀大根は煮くずれせず、まろやかな甘みがあるのが
特徴で、おでんやふろふきにぴったりです。冬の代表野菜
の煮物で体も温まり、ビタミンをたっぷりとって風邪も予
防できそうです。 
問い合わせ／都市計画課 
 

バス停シリーズ 

「前川橋」 

イ
ラ
ス
ト
や
ポ
ス
タ
ー
に
注
目
し
て
み
よ
う
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　町内「のってこバス（巡回バス）」の停留所をシリーズ
で紹介しています。 
　各バス停が持つ魅力などをお届けし、住民のみなさんが
使いやすい形で、巡回バスをご利用いただきたいと考えて
います。 
　今回は「前川橋」のバス停です。 

  　
私
た
ち
が
普
段
何
気
な
く
目
に
す
る
イ
ラ
ス
ト
や
ポ
ス

タ
ー
。
こ
の
な
か
に
も
「
男
女
平
等
」
を
妨
げ
る
よ
う
な

表
現
を
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
お
気
づ
き
で
す

か
。
 

　
性
別
に
基
づ
く
固
定
観
念
が
い
ろ
い
ろ
な
メ
デ
ィ
ア
に

よ
っ
て
繰
り
返
し
伝
え
ら
れ
る
と
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
人
々
の
意
識
や
行
動
に
影
響
を
与
え
か
ね
ま
せ
ん
。
 

　
改
め
て
イ
ラ
ス
ト
や
ポ
ス
タ
ー
の
表
現
に
つ
い
て
、
新

た
な
視
点
で
注
目
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

前川橋バス停付近の淀大根の洗場 

            ②
背
広
姿
の
男
性
に
エ
プ
ロ
ン
姿
の
女
性
、
性
別

　
の
違
い
だ
け
で
、
役
割
を
限
定
し
て
い
る
と
は

　
思
い
ま
せ
ん
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
す
る
女

　
性
や
家
事
・
育
児
・
介
護
に
積
極
的
に
参
加
し

　
て
い
る
男
性
な
ど
、
生
き
方
や
家
族
の
あ
り
方

　
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
よ
ね
。
 

            ①
オ
フ
ィ
ス
で
管
理
職
が
男
性
ば
か
り
に
な
っ
て

　
い
た
り
、
仕
事
は
男
性
が
中
心
で
、
女
性
は
補

　
助
的
な
仕
事
や
お
茶
く
み
を
し
て
い
る
、
こ
ん

　
な
絵
を
見
か
け
ま
す
よ
ね
。
女
性
の
社
会
進
出

　
が
進
ん
だ
今
、
男
女
が
対
等
に
働
く
様
子
を
表

　
現
し
た
い
も
の
で
す
ね
。
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急な資金が 
必要になったとき 

　
師
走
の
声
を
聞
く
と
、
新
し
い
年
を
前
に
さ
ま

ざ
ま
な
準
備
な
ど
で
あ
わ
た
だ
し
く
感
じ
る
も
の

で
す
。
思
い
が
け
ず
、
急
な
資
金
が
必
要
な
場
合

も
発
生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

　
借
金
は
し
な
く
て
済
む
も
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
に

こ
し
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
う
し
て
も
必
要

な
場
合
、
ど
の
様
な
点
に
注
意
を
し
た
ら
よ
い
で

し
ょ
う
。
 

　
お
金
を
借
り
る
場
合
、
借
入
先
に
は
金
融
機
関

や
ノ
ン
バ
ン
ク
（
信
販
会
社
、
消
費
者
金
融
等
）
、

公
的
機
関
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
金
融
機
関
は
比
較

的
金
利
が
安
い
反
面
、
申
し
込
み
手
続
き
に
書
類

の
準
備
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
反
面
、
消
費

者
金
融
は
、
申
し
込
み
手
続
き
が
簡
単
で
あ
る
分
、

金
利
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
的
な
融

資
制
度
も
あ
り
ま
す
が
、
所
得
制
限
や
申
し
込
み

か
ら
貸
し
付
け
ま
で
の
期
間
が
か
か
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
に
選
択
肢
も
増
え
、
最
近
は
、
簡
単

で
即
座
に
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
借
金
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
申
込
方
法
も
携
帯
電
話

や
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
も
で

き
て
非
常
に
多
様
化
し
て
き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
 

　
手
続
き
が
簡
単
な
分
、
人
に
相
談
す
る
こ
と
な

く
手
軽
に
借
金
を
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
そ
れ

ゆ
え
返
済
が
困
難
と
な
っ
て
も
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
借
金
返
済
の
た
め
に
借
金
を
重
ね
、
多

重
債
務
に
陥
り
、
自
己
破
産
へ
と
追
い
込
ま
れ
る

事
例
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
多
重
債
務

者
や
自
己
破
産
者
を
「
ヤ
ミ
金
」
と
呼
ば
れ
る
、

違
法
な
融
資
を
し
て
い
る
高
利
の
貸
金
業
者
が
ね

ら
っ
て
い
ま
す
。
言
葉
巧
み
に
近
づ
い
て
く
る
た

め
、
う
ま
い
話
に
乗
せ
ら
れ
て
、
高
額
な
利
息
の

融
資
を
受
け
て
し
ま
い
、
最
後
に
は
暴
力
的
で
脅

迫
的
な
取
り
立
て
で
、
借
り
入
れ
し
た
本
人
の
み

な
ら
ず
、
家
族
、
近
隣
者
ま
で
被
害
に
遭
う
と
い

っ
た
事
例
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

　
お
金
を
借
り
る
と
き
は
、
必
要
な
場
合
で
も
事

前
に
、
も
う
一
度
よ
く
考
え
て
か
ら
利
用
し
ま
し

ょ
う
。
 

・
今
、
本
当
に
必
要
な
お
金
な
の
か
。
 

・
自
分
一
人
で
決
め
ず
に
、
家
族
と
よ
く
相
談
し

　
て
い
る
か
。
 

・
利
息
を
含
め
て
、
自
分
の
収
入
で
返
済
で
き
る

　
の
か
。
 

　
一
般
的
に
毎
月
の
返
済
額
が
、
平
均
月
収
の
2

割
を
超
え
る
と
、
返
済
は
難
し
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
不
必
要
な
お
金
や
必
要
以
上
の
借
り
入
れ

は
や
め
ま
し
ょ
う
。
 

　
そ
し
て
、
返
済
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、
自
分

だ
け
で
の
解
決
は
無
理
で
す
。
早
急
に
勇
気
を
持

っ
て
専
門
の
相
談
機
関
等
へ
相
談
す
る
こ
と
が
解

決
へ
の
一
番
の
近
道
で
す
。
 

 　
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
こ
ま
れ
た
ら
、
１
人
で
悩
ま

ず
京
都
府
消
費
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
1
0
7
5
（
6
 

7
１
）
0
0
0
4
、
京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
商

工
観
光
室
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
１
0
3
ま
た

は
町
産
業
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

 
 
 
 
 
 
　65歳以上のほとんどの人が介護保険料を
期限内に納めていただいていますが、なか
には保険料を納め忘れている人もいます。 
　納め忘れたままでいると、サービスを受
けるときに、次のような不利益を受ける場
合があります。 
○納期限から1年間納めないと 
　　サービスを受けるときにかかった費用
　の1割の負担で済むところを、いったん
　全額支払わなければなりません。（あと
　で9割分はお返しします） 
○納期限から1年6か月間納めないと 
　　請求があっても、9割分の保険給付の
　一部または全部を一時差し止める措置を
　とります。また、滞納保険料に相当する
　額を差し引き、充当することもあります。 
○納期限から2年間納めないと 
　　2年間の時効にかかった保険料は、そ
　の後、改めて納付しようとしても納付で
　きません。このため、介護サービスを受
　給される場合には、次のような措置をと
　ります。 
　・利用者負担が未納期間に応じて、1割
　　から3割に引き上げられます。 
　・利用者負担を3割に引き上げられてい
　　る場合は、高額介護サービス費は支給
　　しません。 
　※災害などの特別な事情で一時的に保険
　　料が納められなくなったときには、徴
　　収の猶予や減額されることがあります。 
問い合わせ／長寿健康課 

カ
シ
ラ
ダ
カ 

（
ス
ズ
メ
目
ホ
オ
ジ
ロ
科
） 

　
シ
ベ
リ
ア
で
繁
殖
し
、
秋
に
日
本
に
渡
っ

て
き
ま
す
。
翌
年
の
5
月
ご
ろ
ま
で
は
冬
鳥

と
し
て
本
州
以
南
で
越
冬
し
、
シ
ベ
リ
ア
へ

帰
り
ま
す
。
 

　
大
き
さ
は
約
15 
㌢
で
ス
ズ
メ
ぐ
ら
い
で
す
。

低
木
の
あ
る
草
原
や
ア
シ
原
を
好
む
こ
と
か

ら
、
休
耕
田
や
古
川
・
宇
治
川
・
木
津
川
の

河
川
敷
で
群
れ
て
行
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
と
き
ど
き
頭
頂
の
冠
羽
を
三
角
状
に
立
て
、

頭
を
左
右
、
上
下
に
コ
ミ
カ
ル
に
動
か
し
、

低
く
鋭
く
澄
ん
だ
声
で
、
「
チ
ッ
チ
ッ
」
と

鳴
き
、
冬
季
は
、
主
と
し
て
水
田
な
ど
に
お

り
て
、
地
上
で
落
穂
や
虫
な
ど
を
食
べ
ま
す
。
 

　
冬
羽
の
オ
ス
は
頭
部
が
黒
褐
色
で
、
目
の

上
か
ら
白
い
側
頭
線
が
あ
り
、
上
面
と
胸
・

わ
き
腹
は
茶
色
で
黒
い
縦
斑
が
あ
り
ま
す
。

体
下
面
は
白
く
、
茶
色
の
縦
斑
が
あ
り
ま
す
。

メ
ス
は
、
全
体
が
オ
ス
よ
り
淡
色
で
、
頭
部

に
黒
色
の
羽
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

※
冬
鳥
と
は
、
秋
に
日
本
よ
り
北
の
地
域
か
ら
渡
っ

　
て
き
て
越
冬
し
、
春
に
は
北
へ
帰
っ
て
繁
殖
す
る

　
鳥
の
こ
と
で
す
。
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介護保険料の 
納め忘れはありませんか？ 

(

※)



図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

「
遊
び
」
 

　
図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
今
月
は
、
「
遊
び
」
に
関
す
る
オ
ス
ス
メ
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
 

す
ず
き
出
版
発
行
 

　
ハ
ン
カ
チ
あ
そ
び
、
お
り
が
み
あ
そ
び
、
な
ぞ
な
ぞ
あ
そ
び
な
ど
、

ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た
あ
そ
び
の
数
々
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
 

◆
オ
ス
ス
メ
本
 

「
子
ど
も
の
あ
そ
び
百
科（
全
5
巻
）」（
児
童
書
）
 

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
発
行
 

　
そ
と
あ
そ
び
、
う
ち
あ
そ
び
、
ま
つ
り
あ
そ
び
な
ど
、
昔
な
が
ら

の
あ
そ
び
も
ふ
く
め
て
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
 

「
た
の
し
い
あ
そ
び
・
ア
イ
デ
ア
集（
全
6
巻
）
」（
児
童
書
）
 

成
美
堂
出
版
発
行
 

　
室
内
・
屋
外
・
乗
り
物
の
中
な
ど
、
ど
こ
で
も
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム

1
0
5
種
類
を
イ
ラ
ス
ト
入
り
で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
 

「
楽
し
い
ゲ
ー
ム
大
全
集
」
 

黎
明
書
房
発
行
 

　
生
き
生
き
体
操
、
手
づ
く
り
お
も
ち
ゃ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ

ー
ム
な
ど
、
高
齢
者
向
け
の
ゲ
ー
ム
や
遊
び
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
 

「
高
齢
者
ケ
ア
の
た
め
の
ゲ
ー
ム
＆
遊
び
シ
リ
ー
ズ（
全
5
巻
）
」
 

食生活改善推進員協議会「久味の会」 

321キロカロリー／1人分 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

1
0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

5
日
b
・
12
日
b
・
19
日
b
・
26
日
b

28
日
d
〜
1
月
4
日
d

　
図
書
館
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
絵
本
や
紙
芝
居
を
読

み
聞
か
せ
る
「
お
は
な
し
会
」
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
申
し
込
み

は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
12 
月
24
日
g
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
お
話
し
室
 

問
い
合
わ
せ
／
図
書
館
 

お
は
な
し
会
 

ささ身のチーズ焼き 

■材料（4人分） 

作り方 
 
①　ささ身は筋を取って食べよい大き
　さのそぎ切りにし、コショウを全面
　にふります。 
②　ブロッコリーは小房に分けて、塩
　少々を入れた熱湯で色よくゆで、水
　にとって冷まし、水気を切っておき
　ます。 

 
③　卵黄を溶いて、ささ身の全面につけ、 
　さらに粉チーズをムラなくまぶし、
　油を熱したフライパンに入れて焦が
　さないように両面を焼きます。 
④　③を器に盛り、ブロッコリー、レ
　タス、プチトマトを添え、ユズを絞
　って出来上がりです。 
 

★
シ
ャ
ン
グ
リ
・
ラ
 

（
池
上
　
永
一
著
）
 

　
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
東
京
は
熱
帯

の
都
市
へ
と
変
貌
し
、
巨
大
な
空
中
積

層
都
市
の
建
設
が
始
ま
っ
た
…
。
 

★
チ
ェ
ン
ジ
！
 

　
ぼ
く
た
ち
の
と
り
か
え
っ
こ
大
作
戦
 

（
ア
レ
ッ
ク
ス
・
シ
ア
ラ
ー
著
）
 

　
誰
か
ら
も
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
と

思
っ
て
い
た
少
年
が
、
あ
る
事
件
に
よ

っ
て
、
か
け
が
え
の
な
い
「
自
分
」
に

気
づ
い
た
。
 

★
ダ
ニ
エ
ル
の
ふ
し
ぎ
な
絵
 

（
バ
ー
バ
ラ
・
マ
ク
リ
ン
ト
ッ
ク
作
）
 

　
ダ
ニ
エ
ル
が
描
く
絵
は
と
て
も
不
思

議
な
も
の
で
し
た
。
で
も
、
自
分
ら
し

い
創
造
の
世
界
を
大
切
に
描
き
続
け
ま

し
た
。
 

★
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
の
に
っ
き
 

（
ブ
ル
ー
ス
・
ホ
ワ
ッ
ト
リ
ー
絵
）
 

　
の
ん
び
り
、
き
ま
ま
な
ウ
ォ
ン
バ
ッ

ト
の
毎
日
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
日
記
で
報

告
し
ま
す
。
 

◆
新
着
図
書
の
紹
介
 

ささ身 
コショウ 
卵黄 

・・8本（320グラム） 
・・・・・・・・・・・・・・・少々 

・・・・・・・・・・・・・・・・・4個分 

粉チーズ 
サラダ油 
ブロッコリー 

・・・・・・・・40グラム 
・・・・・・・大さじ3弱 
・・・・・・・・・・・2房 

レタス 
プチトマト 
ユズ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・少々 
・・・・・・・・・・・・・・8個 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々 

14
広報くみやま 平成17年12月1日 

へ
ん
ぼ
う
 



                
い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
は
、
介
護
予
防
教
室
を
開

き
ま
す
。
 

初
心
者
の
人
で
も
安
心
し
て
受
け
て
い
た
だ
け

ま
す
。
楽
し
く
体
を
動
か
し
、
体
力
ア
ッ
プ
、
健

康
増
進
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

期
間
／
平
成
18 
年
１
月
9
日
-
〜
3
月
26
日
a
 

対
象
／
町
内
在
住
の
40
歳
以
上
で
、
継
続
し
て
参

加
で
き
る
人
 

募
集
教
室
／
①
腰
痛
改
善
体
操
　
②
膝
痛
ら
く
ら

く
体
操
　
③
骨
盤
バ
ラ
ン
ス
体
操
　
④
ボ
ー

ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
　
⑤
は
じ
め
て
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
　
⑥
ら
く
ら
く
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
　
⑦
青

竹
ビ
ク
ス
　
⑧
チ
ェ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
　
⑨

お
な
か
シ
ェ
イ
プ
体
操
（
各
教
室
と
も
週
１

回
・
11 
回
コ
ー
ス
、
曜
日
・
日
時
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
 

定
員
／
各
教
室
10 
人
（
定
員
を
超
え
る
教
室
は
、

先
着
順
で
は
な
く
、
抽
選
と
な
り
ま
す
）
 

費
用
／
満
60
歳
以
上
　
１
回
１
0
0
円
　
満
60
歳

未
満
　
１
回
2
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
12 
月
6
日
c
か
ら
18 

日
a
の
午
前
10 
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
に
、

同
ホ
ー
ル
へ
本
人
が
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
電
話
不
可
。
申
し
込
み
は
１
人
2
教

室
ま
で
。
 

  
荒
見
苑
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
教
室
を
開

き
ま
す
。
 

日
時
／
12 
月
15 
日
e
　
午
前
10 
時
〜
正
午
ご
ろ
 

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
マ
カ
ロ
ニ
を
使
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

を
作
り
ま
す
 

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
3
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
12 
月
9
日
f
ま
で
に

同
苑
へ
。
電
話
可
 

   
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
児

童
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
き
ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
12 
月
18 
日
a
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
3

時
15 
分
 

場
所
／
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
久
御
山
、
総
合
体
育
館
 

対
象
／
ひ
と
り
親
家
庭
児
童
（
中
学
生
以
下
）
と

そ
の
保
護
者
 

内
容
／
映
画
「
あ
ら
し
の
よ
る
に
」
観
賞
、
人
形

劇
・
ゲ
ー
ム
な
ど
 

申
し
込
み
／
12 
月
12 
日
b
ま
で
に
地
域
の
民
生
児

童
委
員
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
同
協
議
会
 

※
最
寄
り
の
バ
ス
停
ま
で
送
迎
し
ま
す
。
 

    

     ▼
納
め
忘
れ
の
税
金
は
あ
り
ま
せ
ん
か
 

町
で
は
、
公
正
な
税
秩
序
を
図
る
た
め
、
12 
月

を
「
滞
納
一
掃
月
間
」
と
し
て
滞
納
税
の
一
掃
に

取
り
組
み
ま
す
。
納
期
限
が
過
ぎ
た
納
め
忘
れ
の

税
金
が
な
い
か
、
今
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
 

▼
12 
月
の
納
税
 

◇
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
…
第
4
期
 

◇
国
民
健
康
保
険
税
…
第
7
期
 

〈
納
期
限
　
平
成
18 
年
１
月
4
日
d
〉
 

▼
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

▼
家
屋
の
取
り
壊
し
を
さ
れ
た
人
は
申
告
を
 

今
年
中
に
家
屋
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取
り
壊

さ
れ
た
人
は
、
至
急
税
務
課
に
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
 

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
は
、
１
月
１
日
現

在
の
建
物
の
状
況
に
よ
っ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
取

り
壊
し
の
申
告
を
さ
れ
な
い
と
、
家
屋
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
固
定
資
産
税
な
ど
を
課
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
 

家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
さ
れ
た
お
宅
に
は
後

日
、
家
屋
評
価
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
 

  
生
後
3
か
月
か
ら
8
か
月
ぐ
ら
い
の
赤
ち
ゃ
ん

と
お
母
さ
ん
の
た
め
の
サ
ロ
ン
を
毎
月
第
3
木
曜

日
に
開
い
て
い
ま
す
。
 

一
緒
に
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
楽
し
ん
だ
り
、
お
し

ゃ
べ
り
を
し
て
気
分
転
換
を
し
た
り
、
お
友
達
の

輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
12 
月
15 
日
e
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
夢
く
む
ル
ー
ム
 

対
象
／
町
内
在
住
の
生
後
3
か
月
か
ら
8
か
月
ぐ

ら
い
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い

た
だ
く
サ
ロ
ン
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
 

今
回
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
か
ね
た
サ
ロ
ン
を
企

画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
12 
月
16 
日
f
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

内
容
／
ビ
デ
オ
観
賞
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
、
ビ

ー
ズ
手
芸
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
「
は
ー
も
に
ぃ
」
1
0
7
7
4
 

　
　
（
5
5
）
5
9
8
１
ま
た
は
社
会
福
祉
課
 

  
あ
な
た
の
血
液
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
現
場
で
、

心
か
ら
待
た
れ
て
い
ま
す
。
献
血
は
、
16 
歳
か
ら

69
歳
ま
で
幅
広
い
層
に
わ
た
っ
て
で
き
る
、
身
近

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な

ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

輸
血
用
血
液
の
安
全
性
の
向
上
の
た
め
、
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険

証
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

海
外
渡
航
経
験
の
あ
る
人
は
献
血
が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
京
都
府
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー
1
0
7
5
（
5
3
１
）
0
１
１
１

へ
。
 

日
時
／
12 
月
7
日
d
　
午
前
10 
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
3
時
30
分
 

場
所
／
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
前
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

介
護
予
防
教
室
 

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
教
室
 

町
税
等
の
納
付
 

ひ
と
り
親
家
庭
児
童
 

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
 

み
る
く
　
サ
ロ
ン
 

サ
ロ
ン
☆
ア
ニ
マ
ー
ト
 

今
月
の
献
血
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予
防
接
種
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
麻

し
ん
お
よ
び
風
し
ん
の
接
種
の
受
け
方
が
、
左
記

の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。
１
歳
の
誕
生
日
を
過
ぎ

た
お
子
さ
ん
は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
麻
し
ん
・

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
 

             問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  
年
金
に
関
す
る
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
・
ご
相

談
は
、
全
国
共
通
の
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ
。
 

全
国
の
年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
等
の
う
ち
、

回
線
の
空
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
 

通
話
料
金
は
、
接
続
先
に
か
か
わ
ら
ず
市
内
通

話
料
金
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。
ご
利
用
の
際
、
相

談
者
の
確
認
の
た
め
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

基
礎
年
金
番
号
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
。
 

年
金
請
求
な
ど
の
相
談
は
 

　
　
1
0
5
7
0
（
0
5
）
１
１
6
5
へ
。
 

年
金
を
受
け
て
い
る
人
の
相
談
は
 

　
　
1
0
5
7
0
（
0
7
）
１
１
6
5
へ
。
 

相
談
日
時
／
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

※
電
話
機
の
設
定
、
P
H
S
な
ど
の
電
話
機
に
よ

っ
て
は
、
ご
利
用
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
京
都
南
社
会
保
険
事
務
所
1
0
7
 

　
　
5
（
6
4
3
）
3
5
4
１
 

   
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
愛
情
と
責
任
を
持

っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
犬
の
放
し
飼
い
や

散
歩
中
の
犬
の
ふ
ん
は
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
犬
は

し
っ
か
り
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
散

歩
時
に
は
ス
コ
ッ
プ
と
回
収
袋
を
持
っ
て
行
き
ま

し
ょ
う
。
 

ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
や
猫
は
、
次

の
日
時
に
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
 

日
時
・
場
所
／
環
境
保
全
課
…
毎
週
火
曜
日
（
27

日
を
除
く
）
　
午
後
2
時
10 
分
〜
2
時
20
分

府
山
城
北
保
健
所
…
毎
週
月
曜
日
（
26
日
を

除
く
）
　
午
前
9
時
〜
10 
時
30
分
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  
年
末
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動
が
12 
月
11 
日

か
ら
31
日
ま
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

年
末
に
な
る
と
増
加
す
る
交
通
事
故
を
防
止
す

る
た
め
、
交
通
安
全
に
対
す
る
自
覚
や
意
識
を
高

め
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
監
理
課
 

  
保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽
に
集

ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て
の
情
報
交

換
や
交
流
を
し
ま
す
。
校
区
に
関
係
な
く
、
ど
ち

ら
の
保
育
所
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は

い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
12 
月
8
日
e
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

場
所
／
御
牧
・
宮
ノ
後
保
育
所
 

内
容
／
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

持
ち
物
／
着
替
え
・
水
筒
 

問
い
合
わ
せ
／
各
保
育
所
 

 
 
御
牧
1
0
7
5
（
6
3
１
）
2
4
7
5
　
 

 
 
宮
ノ
後
1
0
7
7
4
（
4
3
）
4
9
0
6
 

  
町
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
で
は
、
第
25
回
青

少
年
の
主
張
発
表
会
を
開
き
ま
す
。
 

当
日
は
、
次
の
小
・
中
・
高
校
生
12 
人
が
体
験

し
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。

多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
12 
月
10 
日
g
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

                 
公
共
下
水
道
の
整
備
の
た
め
、
次
の
場
所
で
下

水
管
敷
設
工
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

期
間
中
は
、
付
近
の
人
や
通
行
さ
れ
る
み
な
さ

ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

                        
問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課
 

  
新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期
に
、
支
援
を
必
要
と

す
る
人
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
地
域
の
み
ん
な
で
協
力
し
、
福
祉
活
動
を

進
め
ま
す
。
 

今
年
も
自
治
会
を
通
し
て
募
金
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

麻
し
ん
、
風
し
ん
の
 

予
防
接
種
が
変
わ
り
ま
す
 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
 

年
末
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動
 

下
水
道
工
事
に
ご
協
力
を
 

ス
キ
ッ
プ
広
場
 

青
少
年
の
主
張
発
表
会
 

ペ
ッ
ト
は
愛
情
を
持
っ
て
 

飼
い
ま
し
ょ
う
 

歳
末
助
け
合
い
 

第1期／1歳から 
　　　　2歳未満 
第2期／小学校入 
　学前1年間（平 
　成18年3月31日 
　までに麻しん、 
　風しんの予防接 
　種を両方または 
　いずれかを受け 
　た人を除く） 

平成18年3月31日まで 

変更内容 

対象ワクチン 

接種回数 

対 象 者 

平成18年4月1日から 

麻しん風しん混合 

各期1回 

麻しん 

1回 

風しん 

1回 

1歳から 
　　7歳6か月 

戦争から学んだこと 
自然と私 
本当の楽しさ 
人間と動物と自然 
ぼくたちの地球について 
家族に感謝、友達に感謝 
友情について 
剣道と私 
私の思う人権 
学校教育と先生 
充実した高校生活 
私と3年間の高校生活 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12

御 牧 小 
佐 山 小 
東 角 小 
御 牧 小 
佐 山 小 
東 角 小 
久御山中 
久御山中 
久御山中 
久御山高 
久御山高 
久御山高 

6年 
6年 
6年 
6年 
6年 
6年 
1年 
2年 
3年 
1年 
2年 
3年 

題　　　　名 学校名 学年 氏　　名 No.

田井処理分区（森・川端地区） 

工期は、平成18年3月上旬まで 

田井処理分区（森・三丁地区） 

工期は、平成18年2月末まで 
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広報くみやま 平成17年12月1日 



                               
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

で
、
現
在
、
危
険
物
製
造
所
、
貯
蔵
所
ま
た
は
取

扱
所
で
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
人

は
、
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
講
習
を
受
講
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

日
時
／
平
成
18 
年
１
月
17 
日
c
　
午
後
１
時
30
分

〜
4
時
30
分
 

場
所
／
役
場
庁
舎
5
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
 

定
員
／
１
0
0
人
 

申
請
受
付
／
町
消
防
本
部
に
備
え
付
け
の
申
請
書

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
12 
月
5
日

b
か
ら
9
日
f
ま
で
の
間
に
6
京
都
府
危
険

物
安
全
協
会
連
合
会
（
〒
６０２
‐
８０５４
京
都
市
上

京
区
西
洞
院
通
下
立
売
上
ル
）
1
0
7
5
（
4

１
5
）
0
0
3
8
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
 

  試
験
の
種
類
／
乙
種
第
4
類
・
丙
種
 

試
験
日
／
平
成
18 
年
2
月
19 
日
a
 

場
所
／
関
西
文
理
学
院
（
京
都
市
北
区
鞍
馬
口
通

烏
丸
東
入
ル
）
 

願
書
受
付
／
町
消
防
本
部
に
備
え
付
け
の
願
書
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
平
成
18 
年
１

月
16 
日
b
か
ら
18 
日
d
ま
で
の
間
に
7
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
京
都
府
支
部
（
〒
６０２
‐

８０４６
京
都
市
上
京
区
出
水
通
油
小
路
東
入
ル

京
都
府
庁
西
別
館
3
階
）
1
0
7
5
（
4
１

１
）
0
0
9
5
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
 

  
地
域
の
み
な
さ
ん
に
、
住
民
主
体
で
の
災
害
時

の
活
動
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
、
講
演

会
を
開
き
ま
す
。
 

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
12 
月
14 
日
d
　
午
後
7
時
〜
9
時
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
交
流
ホ
ー
ル
 

演
題
／
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
〜
地
域
福
祉
の

観
点
か
ら
〜
 

講
師
／
府
社
会
福
祉
協
議
会
　
菊
本
隆
博
さ
ん
 

問
い
合
わ
せ
／
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

   
町
内
の
視
覚
障
害
者
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
び
き
」
が
、

「
巨
椋
池
も
の
が
た
り
」
を
朗
読
テ
ー
プ
と
し
て

作
成
し
、
図
書
館
に
置
い
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
人
は
、
お
聴
き
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
「
広
報
く
み
や
ま
」
の
朗
読
テ
ー
プ
も
、

図
書
館
に
置
い
て
い
ま
す
。
 

   【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

12 
月
13 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
役
場
庁

舎
１
階
相
談
室
１
 

【
無
料
法
律
相
談
】
 

12 
月
15 
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
　
役
場
庁
舎
１

階
相
談
室
１
　
定
員
6
人
（
先
着
順
）
 

※
申
し
込
み
は
広
報
行
政
課
へ
。
 

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】
 

12 
月
15 
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
佐
山
・
御
牧
・

宮
ノ
後
保
育
所
 

▽
電
話
相
談
 

毎
週
木
曜
日
　
午
前
11 
時
〜
午
後
4
時
 

佐
山
保
育
所
1
0
7
7
4
（
4
3
）
2
9
7
0
 

御
牧
保
育
所
1
0
7
5
（
6
3
１
）
2
4
7
5
 

宮
ノ
後
保
育
所
1
0
7
7
4
（
4
3
）
4
9
0
6
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
 

12 
月
13 
日
c
・
27
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時

中
央
公
民
館
１
階
教
養
室
3
号
 

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社
会
教

育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）
 

【
心
配
ご
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

12 
月
8
日
e
・
22
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
 

相
談
専
用
電
話
1
0
7
5
（
6
3
１
）
3
4
2
1
 

相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

【
府
民
無
料
法
律
相
談
】
（
京
都
府
）
 

12 
月
20
日
c
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

宇
治
総
合
庁
舎
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
１
0
１
 

毎
週
火
曜
日
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分
　
府

民
相
談
室
1
0
7
5
（
4
１
4
）
4
2
3
5
・
0
 

7
5
（
4
１
4
）
4
2
3
6
　
い
ず
れ
も
要
予
約
 

    【
連
絡
先
】
 

　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

　
　
1
0
7
5
（
6
3
１
）
0
0
2
2
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

　
　
▽
車
い
す
 

多
く
の
人
が
お
待
ち
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
 

 
 【

休
苑
日
】
土
曜
日
の
午
後
・
日
曜
日
・
祝
日
 

【
入
浴
日
時
】
 

　
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
休
苑
日
除
く
）
 

　
　
午
後
１
時
〜
3
時
 

危
険
物
取
扱
者
試
験
 

「
巨
椋
池
も
の
が
た
り
」
を
 

朗
読
テ
ー
プ
に
 

第
2
回
福
祉
講
演
会
 

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
 

〈11月1日現在〉 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 2 0 7人　 
8 , 5 7 6人　 
8 , 6 3 1人　 
6 , 5 4 4世帯 

〈10月中の動き〉 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

1 1人　 
8人　 
7 2人　 
7 0人　 

正しい119番通報を　　●早い通報･少ない損害● !!

火を出したり、見つけたりしたら、とにか
く大声で隣近所に知らせて協力を求めましょ
う。たとえ自分の不注意で起こした火災でも、
絶対に自分一人でもみ消そうとしないで、勇
気を出して知らせることが決め手です。 
119番にかけると、消防職員がすぐに「火

事ですか？救急ですか？」と問いかけます。 
通報者は、落ち着いて問いかけに応じて

話をしてください。「火事です。
大字○○小字○○、○番地で
○○が燃えています。目標は○○の○○です。
私の名前は○○です。電話番号は○○です。」 
※逃げ遅れた人や、けが人の有無も通報時
に知らせましょう。また、万一に備え、電
話器のそばに住所・電話番号などを書い
たメモをはっておきましょう。 
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          〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
で
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な
ど
が
お
こ
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。
 

費
用
は
12 
月
10 
日
g
（
10 
日
ま
で
の
教
室
に
つ

い
て
は
開
催
日
の
前
日
）
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
窓

口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。
 

  ▼
使
い
こ
な
そ
う
ワ
ー
ド
 

日
時
／
12 
月
13 
日
c
・
14 
日
d
・
15 
日
e
・
16 
日

f
（
4
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
7
時
〜
9
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
中
級
者
向
け
の
ワ
ー
ド
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
自
習
教
室
 

日
時
／
12 
月
6
日
c
・
8
日
e
　
午
後
１
時
〜
4

時
　
17 
日
g
　
午
前
9
時
〜
正
午
　
20
日
c

　
午
後
5
時
〜
8
時
 

対
象
／
今
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
受
講
内
容
を
自
由

に
自
習
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
、
指
導
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
各
3
0
0
円
 

  日
時
／
12 
月
10 
日
g
　
午
後
5
時
30
分
〜
6
時
30

分
　
24
日
g
　
午
後
8
時
〜
9
時
（
受
け
付

け
は
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
）
 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
小
学
生
以
下
の
人
は
、
保

護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
の
観
察
を
し
ま
す
。
 

  日
時
／
12 
月
14 
日
d
　
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上

の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
あ
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど

を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
60
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当
日
、

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。
 

  日
時
／
12 
月
14 
日
d
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
し
ま
す
。
今
回
は
「
世
界
遺
産
」
な
ど
で

す
。
 

定
員
／
25
人
 

  日
時
／
12 
月
10 
日
g
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
 

内
容
／
自
然
や
科
学
の
ふ
し
ぎ
に
つ
い
て
楽
し
く

学
習
し
ま
す
。
今
回
は
「
小
さ
な
建
築
家
ビ

ー
バ
ー
」
と
「
風
圧
と
空
気
の
流
れ
」
で
す
。
 

定
員
／
15 
人
 

  日
時
／
12 
月
9
日
f
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
30

分
　
（
今
月
の
み
当
日
の
申
し
込
み
で
参
加

で
き
ま
す
）
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
み
ん
な
で
子
育

て
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
18 
組
 

  日
時
／
12 
月
3
日
g
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 
時
　

10 
日
g
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
〜
6
年
生
 

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
て
い
ね
い

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
12 
月
23
日
-
　
午
前
8
時
50
分
〜
午
後
4

時
 

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
3
年
生
以
上
の
人
 

               

内
容
／
大
津
市
科
学
館
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
観

覧
し
、
琵
琶
湖
で
渡
り
鳥
の
観
察
を
し
ま
す
。
 

定
員
／
30
人
 

費
用
／
小
・
中
学
生
3
0
0
円
、
大
人
6
0
0
円

（
交
通
費
・
入
館
料
含
む
）
 

   日
時
／
12 
月
11 
日
a
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
4
〜
6
年
生
の
人
 

内
容
／
ミ
ニ
・
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
5
0
0
円
 

  日
時
／
12 
月
11 
日
a
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
キ
ャ
ン
ド
ル
を
使
っ
た
テ
ー
ブ
ル
・
リ
ー

ス
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
  

費
用
／
１
，
5
0
0
円
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

童
謡
を
楽
し
む
会
 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

小
学
生
ビ
デ
オ
学
習
教
室
 

科
学
館
見
学
ツ
ア
ー
 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ
ほ
え
み
」
 

漢
字
の
達
人
教
室
 

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
 

小
学
生
フ
ラ
ワ
ー
 

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
 

申込は１２月1日E

午前9時から 

【休館日】 
毎週月曜日 

  

10774（45）0002

日時／12月24日g 
　　①午前10時～11時40分 
　　②午後 1 時30分～ 3 時10分 
対象／町内在住の人（幼児は保護者同伴） 
内容／小さなシマウマとその仲間たちの感動 
　　ストーリー「レーシング・ストライプス」 
　　を上映します。 
定員／各200人 
費用／満3歳以上ひとり300円 
※チケットは12月3日gからゆうホールで発 
　売します。 
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  日
時
／
12 
月
17 
日
g
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

内
容
／
大
根
な
ど
を
使
っ
て
電
池
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

  日
時
／
平
成
18 
年
１
月
6
日
f
　
①
午
前
9
時
30

分
〜
11 
時
30
分
　
②
午
後
１
時
30
分
〜
3
時

30
分
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
 

内
容
／
「
町
青
少
協
た
こ
あ
げ
大
会
」
に
向
け
て
、

た
こ
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
16 
人
 

費
用
／
2
0
0
円
 

                日
時
／
12 
月
18 
日
a
　
①
午
前
10 
時
〜
正
午
 

 
 
②
午
後
2
時
〜
4
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
3
年
生
と
そ
の
保

護
者
 

内
容
／
大
根
な
ど
を
使
っ
て
電
池
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
8
組
 

  日
時
／
平
成
18 
年
１
月
9
日
-
 

 
 
将
棋
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

 
 
オ
セ
ロ
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
 

内
容
／
将
棋
と
オ
セ
ロ
の
ゲ
ー
ム
大
会
を
開
き
ま

す
。
 

定
員
／
各
24
人
 

         日
時
／
①
12 
月
11 
日
a
　
午
前
10 
時
か
ら
　
②
12 

月
12 
日
b
　
午
後
7
時
か
ら
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
電
話
不
可
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方

法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す
る
た
め
に

必
要
な
講
習
会
で
す
。
 

定
員
／
各
15 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
5
0
0
円
 

  日
時
／
①
12 
月
10 
日
g
・
②
24
日
g
　
午
前
9
時

〜
正
午
 

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
②
小
学
生
用
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
 

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
 

  日
時
／
12 
月
8
日
e
　
午
前
10 
時
〜
正
午
　
12 
月

20
日
c
　
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分
 

対
象
／
機
器
使
用
講
習
会
を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
正
し
い
機

器
使
用
方
法
な
ど
、
体
育
館
の
ス
タ
ッ
フ
が

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま

せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

         日
時
／
12 
月
12 
日
b
、
15 
日
e
、
19 
日
b
　
午
後

１
時
30
分
〜
3
時
30
分
（
3
回
コ
ー
ス
）
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
正
月
前
に
和
服
の
美
し
い
着
こ
な
し
と
和

装
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
岡
西
和
美
さ
ん
 

定
員
／
15 
人
 

費
用
／
無
料
 

  日
時
／
12 
月
17 
日
g
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
手
作
り
の
正
月
料
理
を
プ
ロ
か
ら
学
び
ま

す
。
（
鴨
ロ
ー
ス
、
魚
の
柚
庵
漬
ほ
か
）
 

講
師
／
田
井
秀
樹
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
 

  日
時
／
12 
月
17 
日
g
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
手
作
り
し
め
縄
で
古
き
良
き
文
化
を
学
び

ま
す
。
 

講
師
／
川
　
進
さ
ん
・
田
中
和
雄
さ
ん
・
樋
口
一

郎
さ
ん
 

定
員
／
15 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

              日
時
／
12 
月
26
日
b
　
①
午
後
１
時
30
分
〜
3
時

30
分
　
②
午
後
7
時
〜
9
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
縁
起
の
よ
い
寄
せ
植
え
で
、
新
年
を
迎
え

る
準
備
を
し
ま
す
。
 

講
師
／
石
川
敏
之
さ
ん
 

定
員
／
各
30
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
和
風
）、
4
，
0
0
0

円
（
洋
風
）
 

小
学
生
科
学
教
室
 

小
学
生
た
こ
作
り
教
室
 

親
子
で
科
学
体
験
教
室
 

小
学
生
将
棋
・
オ
セ
ロ
大
会
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会
 

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
相
談
日
 

し
め
縄
作
り
教
室
 

迎
春
用
寄
せ
植
え
教
室
 

着
付
け
教
室
 

正
月
料
理
教
室
 

申込は１２月1日E

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

10774（44）3700

申込は１２月1日E

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

1075（631）1000

ゆ
ず
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総合体育館は１２月２８日Dから平成１８年１月４日Dまで、屋外施設は 
１２月２９日Eから平成１８年１月４日Dまで休館します。ご了承ください。 
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保健予防のコーナー 

10か月児健診（11月16日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 

写真を差しあげます。 

広報行政課へお越しくだ 

さい。 

町公共機関電話番号 
■役場（代表） 
　1 075（631）6111/0774（45）0001 
　6 075（632）1899 
■各課（直通） 
　総　務　課　631－9991/45－3922 
　企画財政課　631－9992/45－3924 
　広報行政課　631－9993/45－3926 
　税　務　課　631－9926/45－3908 
　社会福祉課　631－9902/45－3902 
　長寿健康課　631－9903/45－3904 
　住　民　課　631－9904/45－3905 
　国保医療課　631－9913/45－3906

環境保全課　631－9917/45－3907 
監　理　課　631－9952/45－3910 
道路河川課　631－9961/45－3912 
産　業　課　631－9964/45－3914 
都市計画課　631－9966/45－3915 
学校教育課　631－9974/45－3917 
社会教育課　631－9980/45－3918 
水　道　課　631－9987/45－3919 
下 水 道 課　631－9990/45－3920 
議会事務局　631－9996/45－0105 
会　計　課　631－9932/45－3909

1消 防 本 部 
1ふれあい交流館ゆうホール 
 
1図　書　館 
1中央公民館 
1総合体育館 
1町体育協会 
1健康センターいきいきホール 
 
1老人福祉センター荒見苑 
 
1地域福祉センター 
　（町社会福祉協議会） 
1シルバー人材センター 

631－1515 
 

45－0002 
45－0003 
631－1000 
44－3700 
44－2205 

 
41－3466 

 
44－3405 

 
 

41－1881

6632－5382 
 

646－5610 
646－5690 
6632－0031 
644－2203 
644－2203 

 
644－1199 

 
644－7801 
631－0022 

6632－3001 
643－4546

4 0歳以上の人 

おおむね40歳  
以上の人・妊婦 

8日E
※2

※1

健　　診　　名 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

健 康 相 談  

19日B成 人 歯 科 健 診  歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

保健師による健康相談 

会場は、すべて保健センター（※1は公団集会所、※2はいきいきホール）です。予防接種・健診には母子健康手帳
を必ずご持参ください。 
問い合わせ／長寿健康課保健予防係 

～正午 
午前10時 

～１時3０分 
午後１時 

～１時55分 
午後１時40分 

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  20日C

予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

※三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）・風しん（三日はしか）・麻しん（はしか）は、個別接種となっています。
　年間を通じて、予防接種協力医療機関で接種できますので、医師と相談のうえ、受けてください。 
※予防接種を受けられるときは、「予防接種手帳」の冊子をよく読んで、母子健康手帳を必ずご持参ください。 

・6か月未満の乳児（3～4か月児健診対象者は健診
　時に接種） 
・今年度から、ツベルクリン反応検査はおこなっ
　ていません。 

健 　 診 ・ 相 　 談  

予　防　接　種 

健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

乳 幼 児 相 談  乳 　 幼 　 児  ことば・しつけ・栄養などの相談 
～11時 

午前9時30分 

母　子　保　健 
2日F

22日E

9日F1 歳 8 か 月 児 健 診  
～2時 

午後１時20分 
平成16年3月生まれ 

医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 
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医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 16日F3 歳 児 健 診  平成14年5月生まれ 

～2時 
午後１時20分 

19日B2歳6か月児歯科健診 
～１時40分 

午後１時20分 歯科医師による健康診査および予
防指導、身体的・精神的な発達指導 

平成15年5月生まれ 

20日C3 ～ 4 か 月 児 健 診  医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート ～2時 

午後１時20分 
個人通知が届いた人 

10 か 月 児 健 診  21日D ～１時50分 
午後１時20分 医師による健康診査 

離乳・保育・栄養などの指導 
平成17年2月生まれ 
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燃やすごみ 

し　　尿 

燃やさないごみ 

１２月のごみ・し尿収集日 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・市田・鈴 

間・田井・荒見・下津屋・下津

屋サンハイツ・島田・東島田・

森・坊之池・野村・村東 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・松陽台・サ

ンタウン佐山・佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地 

藤和田・島田・東島田・東一口（国道１号以東）・

森（国道１号以東）・野村・村東・佐山・新開地・

佐古・清水・林・市田・田井・荒見・下津屋 

久御山団地（公団） 

東佐山団地・久御山団地（公団） 

北川顔（府道以東）・坊之池・森（国道１号以西）

西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

7日 
２８日 

8日・２９日 

１３日・１月６日 

火 

水 

木 

金 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

※年末はごみの収集日程が変則になります。 

日付のうち上段は年末の最終日、 
下段は年始の開始日です。 

日付のうち上段は年末の最終日、 
下段は年始の開始日です。 

２９日E

5日E

１２月 
1月 

３０日F
6日F

１２月 
1月 

３０日F
4日D

１２月 
1月 

２９日E
5日E

１２月 
1月 

２６日B

9日B

１２月 
1月 

２７日C

１０日C

１２月 
1月 

２８日D

4日D

１２月 
1月 

リサイクルごみ 
缶 類  

ペットボトル 

紙 パ ッ ク 

び ん 類  

発泡食品トレー 

発泡スチロール 

7日 
（第１水曜日） 
21日 

（第３水曜日） 

14日 
（第２水曜日） 
28日 

（第４水曜日） 

簡単な水洗いをして中身の
見える袋に入れて出してく
ださい。 
びん・ペットボトルは必ず
ふたをはずしてください。 

３０日F

6日F

１２月 
1月 

☆大型ごみの申し込みは21日（水）まで 
　大型ごみ（有料）の収集申し込みは、12月21日dまでです。年始は1月4日dから受
け付けます。収集は1月12日eからです。 

☆し尿の臨時収集申し込みは26日（月）まで 
　臨時収集（有料）の申し込みは、12月26日bまでです。年始は1月4日dから受け付
けます。 
　年内のし尿収集に関するお問い合わせは、31日gの正午までに城南衛生管理組合
1075（631）5171にご連絡ください。新年は1月4日d午前8時30分からの受け付け
となります。 

　ブラウン管、液晶、プラズマなどさ
まざまな種類のテレビがあり、プラズ
マは消費電力が大きく、液晶は省エネ
であると思われていますが、実際には
それほど大差はありません。 
　テレビは画面サイズが大きくなるほ 

ど、動作電力も増加します。液晶やプ
ラズマでも同様の傾向があります。 
　消費電力を下げるには、視聴時間を
短くして、暮らしに適した画面サイズ
を選択することと、省エネ型の製品を
選択することがポイントになります。 



第42回 高野山参詣の旅（5） 

久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
阪
部
　
五
三
夫 

大
峰
道
を
歩
く
 

  　
高
野
山
の
中
で
、
最
も
幽
寂
の
聖
地

に
建
立
さ
れ
て
い
る
弘
法
大
師
御
廟
所

の
参
詣
を
終
え
た
野
村
繁
栄
講
の
一
行

は
、
玉
川
に
架
か
る
御
廟
橋
を
渡
ら
ず
、

玉
川
の
左
岸
に
沿
っ
た
参
道
を
、
中
の

橋
へ
と
向
か
う
。
こ
の
参
道
も
林
立
す

る
老
杉
の
中
に
供
養
塔
が
点
在
す
る
が
、

一
の
橋
か
ら
の
参
道
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
 

　
し
か
し
戦
後
は
、
企
業
の
記
念
碑
が

多
く
あ
り
、
美
し
く
整
備
さ
れ
て
い
る
。

戦
国
大
名
の
供
養
塔
と
対
比
し
て
、
移

り
行
く
歴
史
の
重
み
が
痛
感
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
の
参
道
に
は
、
山
口
誓
子

の
句
碑
、
与
謝
野
晶
子
の
歌
碑
な
ど
が

あ
り
、
聖
地
な
ら
で
は
の
雰
囲
気
を
醸

し
出
し
て
い
る
。
 

　
御
廟
所
か
ら
八
丁
（
約
八
七
○
メ
ー

ト
ル
）
で
中
の
橋
に
着
く
。
こ
の
地
は

高
野
七
口
の
大
峰
道
、
龍
神
街
道
の
起

点
に
な
っ
て
い
て
、
茶
店
や
土
産
物
を

商
う
店
が
多
い
。
土
産
物
の
中
で
、
特

に
高
野
山
だ
け
に
売
ら
れ
て
い
る
の
が
、

「
高
野
槙
」
と
い
う
ス
ギ
科
の
常
緑
樹

の
切
枝
で
あ
る
。
こ
の
木
は
日
本
だ
け

に
残
っ
て
い
る
も
の
で
、
水
湿
に
よ
く

耐
え
る
こ
と
か
ら
、
風
呂
桶
や
流
し
板

に
用
い
ら
れ
る
が
、
近
畿
地
方
の
古
墳

か
ら
出
土
す
る
木
棺
の
ほ
と
ん
ど
が
、

高
野
槙
で
作
ら
れ
て
い
る
。
庭
園
樹
と

し
て
の
価
値
は
高
く
、
特
に
高
野
山
で

は
霊
木
と
し
て
保
護
し
、
切
枝
を
仏
前

に
供
え
る
こ
と
か
ら
、
参
詣
す
る
人
々

は
土
産
に
買
っ
て
帰
る
と
い
う
。
高
野

山
参
詣
の
証
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
 

　
と
こ
ろ
で
、
野
村
繁
栄
講
が
「
大
峯

山
并
び
に
高
野
山
道
中
記
」
に
記
し
た

奥
の
院
か
ら
の
行
程
は
 

一
、
高
野
よ
り
奥
ノ
院
へ
五
十
丁
 

　
　
是
よ
り
天
ノ
川
越
大
峯
道
 

　
　
洞
川
迄
の
間
十
三
里
 

と
あ
り
、
一
行
は
奥
の
院
か
ら
大
峰
道

を
経
て
、
大
峰
山
の
前
線
基
地
で
あ
る

洞
川
に
向
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
大

峰
道
は
、
古
く
か
ら
大
峰
山
上
参
り
の

街
道
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
大
峰
・
高

野
と
い
う
二
つ
の
霊
地
を
結
ぶ
こ
の
大

峰
道
は
、
「
一
度
此
道
よ
り
登
詣
す
れ

ば
、
功
徳
七
度
半
に
あ
た
る
と
ぞ
」
と
、

『
紀
伊
国
名
所
図
会
』
に
記
さ
れ
た
霊

験
あ
ら
た
か
な
道
で
あ
る
。
 

　
標
高
八
○
○
メ
ー
ト
ル
の
高
野
山
か

ら
東
へ
尾
根
伝
い
に
、
紀
伊
（
現
和
歌

山
県
）
と
大
和
（
現
奈
良
県
）
の
国
境

に
そ
び
え
る
陣
ヶ
峰
（
一
一
○
六
メ
ー

ト
ル
）
を
越
え
、
野
迫
川
村
（
現
奈
良

県
吉
野
郡
野
迫
川
村
）
の
中
原
川
の
谷

に
下
る
。
上
、
中
、
柞
原
（
い
ず
れ
も

野
迫
川
村
）
の
集
落
を
過
ぎ
る
と
、
弘

法
大
師
一
夜
の
作
と
い
う
弁
財
天
を
祀

る
野
川
弁
財
天
社
が
あ
る
。
境
内
に
は

妙
音
院
、
護
摩
堂
、
鐘
楼
の
堂
宇
が
並

ん
で
い
る
。
現
在
そ
の
周
囲
に
、
野
外

ス
テ
ー
ジ
・
展
望
台
な
ど
が
設
け
ら
れ
、

一
帯
が
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。
 

　
中
原
川
に
沿
っ
て
進
む
と
、
天
ノ
川

の
本
流
に
達
し
、
西
熊
野
街
道
（
現
国

道
一
六
八
号
）
と
阪
本
（
現
吉
野
郡
大

塔
村
）
で
交
差
す
る
。
昭
和
三
十
三
年
、

下
流
に
猿
谷
ダ
ム
が
築
造
さ
れ
て
、
こ

の
付
近
は
貯
水
池
と
な
り
、
地
形
は
大

き
く
変
化
し
て
し
ま
っ
た
。
ダ
ム
の
築

造
以
前
の
阪
本
は
、
天
辻
峠
直
下
の
北

岸
に
位
置
し
、
交
通
の
要
所
と
し
て
に

ぎ
わ
っ
て
い
た
と
い
う
。
 

　
阪
本
よ
り
天
ノ
川
の
北
岸
（
現
在
は

南
岸
）
を
伝
っ
て
天
川
村
（
現
吉
野
郡

天
川
村
）
の
西
端
、
塩
谷
（
現
天
川
村

塩
谷
）
に
入
る
。
こ
の
付
近
よ
り
渓
谷

沿
い
に
屈
曲
し
た
難
路
を
川
合
（
現
天

川
村
川
合
）
ま
で
約
五
里
半
（
約
二
二

キ
ロ
）
を
歩
く
。
途
中
、
坪
内
の
弁
財

天
社
（
天
河
大
弁
財
天
社
）
に
参
詣
し

て
道
を
北
に
進
む
と
、
南
日
裏
（
現
天

川
村
南
日
裏
）
の
集
落
が
あ
り
、
こ
の

集
落
か
ら
川
合
ま
で
の
約
二
五
丁
（
約

二
・
七
キ
ロ
）
、
川
に
沿
っ
た
道
は
屈

曲
も
少
な
く
渓
谷
美
が
続
く
。
 

　
川
合
の
集
落
は
、
下
市
か
ら
の
天
川

街
道
と
、
虻
峠
を
越
え
て
洞
川
に
至
る

道
の
三
差
路
に
あ
た
る
。
虻
峠
を
越
え

て
洞
川
に
着
い
た
野
村
繁
栄
講
一
行
の

「
高
野
山
参
詣
の
旅
」
は
、
こ
こ
で
終

わ
り
を
告
げ
、
旅
の
疲
れ
を
癒
し
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
 

　
と
こ
ろ
で
、
平
成
十
六
年
七
月
、
和

歌
山
県
・
奈
良
県
・
三
重
県
に
ま
た
が

る
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
は
、

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
こ
の

登
録
の
特
徴
は
、
「
参
詣
道
」
と
い
う

文
化
的
景
観
を
前
面
に
押
し
出
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
先
人
が
培
っ
た
千
年

を
越
え
る
巡
礼
道
、
美
し
く
守
り
続
け

た
い
も
の
で
あ
る
。
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